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〜未来を担う青少年の育成〜

新年度あいさつ、令和２年度総会、地区育成推進委員、子ども避難の家

News from
townsman meeting
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だ
よ
り

令和２年度総会

ず
は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
被
害

に
遭
わ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
に
対

し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
１
日
も
早
い
日
常
生

活
が
戻
り
ま
す
よ
う
、
当
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
で
き
る
こ
と

に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
２
年
度
が
幕
を

開
け
、
4
カ
月
目
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
各

種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・

延
期
が
相
次
い
で
お
り
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
目
標
が
無

く
な
る
な
ど
、
気
持
ち
の
整
理

が
つ
か
な
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
で

す
が
、
こ
れ
を
糧
と
し
、
新
し

い
目
標
を
見
つ
け
、
次
の
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
青
少

年
は
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
あ
り
、
次
世
代

を
築
く
一
員
で
あ
り
ま
す
。
健

や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
・

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

地
域
社
会
全
体
が
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
の
「
育
ち
」
や
「
学
び
」

の
機
会
と
な
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
本
年
度
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

る
、
４
月
20
日
に
役
員
会

を
開
催
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ

り
、
本
年
度
の
総
会
は
書
面
に

て
執
り
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
内
容
も
承
認
さ

れ
、
役
員
改
選
に
よ
る
新
役
員

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
左
記
の
と
お
り
、
す

で
に
中
止
が
決
定
し
て
い
る
事

業
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
、
変
更
等
が
生

じ
た
場
合
は
皆
さ
ま
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●令和２年度役員（敬称略）

町青少年育成町民会議
会長　星　　敏惠

役　職 氏　名 所　属

会　　長 星　　敏惠 町教育委員会教育長

副 会 長
星　　隆雄 戸赤育成会長
齋藤　　寛 張平育成会長
只浦　豊次 大内育成会長

監　　事
星　　文久 新開育成会長
佐藤　輝男 小松川育成会長
渡部　　栄 枝松育成会長

啓発部長 長沼　常雅 社会教育委員会議長
環境浄化部長 室井　眞夫 町老クラブ連合会長
補導部長 稲本　健一 下郷中 PTA 会長

●令和２年度の事業中止について（6/24現在）

　４月 27 日　令和２年度総会（書面）

　６月 21 日　世代間交流パークゴルフ大会

　７月 10 日　青少年主張発表
　　　　　　　※作文・ポスター・標語も中止

　８月 1日　ふるさと祭り補導活動

新
年
度
の
ご
あ
い
さ
つ

ま

去
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地区育成推進委員会

所属及び役職
倉村育成会長
楢原育成会長
刈林育成会長
姫川育成会長
成岡育成会長
板萩育成会長
小池育成会長
倉水育成会長
三ツ井育成会長
新開育成会長
戸赤育成会長
中山育成会長
弥五島育成会長
橋坂育成会長
塩生育成会長
檜原育成会長
桃曽根育成会長
落合育成会長
音金育成会長
十文字育成会長
鶴ヶ池育成会長
南倉沢育成会長
大松川育成会長
小松川育成会長
張平育成会長
中妻育成会長

所属及び役職
水門育成会長
沢入育成会長
湯野上育成会長
小野育成会長
大沢育成会長
小出育成会長
沼尾育成会長
白岩育成会長
雑根育成会長
田代育成会長
芦の原育成会長
枝松育成会長
大内育成会長
社会教育委員会議長
下郷中学校長
旭田小学校長
江川小学校長
楢原小学校長
しもごう保育所長
湯野上保育所長
田島高生徒指導主事
田 島 高 PTA
老人クラブ連合会長
体 育 協 会 長
文 化 協 会 長
交通安全母の会代表

氏 　 　 名
渡部　辰雄
菊地　照雄
児山　正己
櫻木　　秀
五十嵐伴章
渡部　美文
小山　敬志
猪股　芳文
室井　友雄
星　　文久
星　　隆雄
渡部　栄一
玉川　勝久
浅沼伊與吉
室井　裕美
室井　政之
大竹　貫一
星　　賢一
弓田　恭平
玉川　正人
金子　政彦
室井　　正
佐藤　壽一
佐藤　輝男
齋藤　　寛
佐藤　清蔵

氏 　 　 名
渡部　　一
佐藤　光裕
鹿目　兼信
星　　　学
横山　利秋
芳賀　宣夫
芳賀　　優
湯田　盛男
佐藤　　馨
五十嵐正夫
星　　健夫
渡部　　栄
只浦　豊次
長沼　常雅
小林　　稔
大桃　　豊
五十嵐真由美
酒井　　健
星　　夏子
渡部　　薫
星　　浩貴
小椋　　稔
室井　眞夫
渡部　　栄
馬場　誠三
舟木和佳子

氏 　 　 名
五十嵐　浩
佐藤　壽一
星　せき子
和田山秀一
菅野　貴弘
橋本　和樹
織田　雅生
馬場　誠三
大竹　常子
渡部　利男
星　　　学
室井　榮子
稲本　健一
弓田　武利
齋藤　　寛
星　　達也
五十嵐正夫
星　　将太
長崎絵里子
星　　徳実
渡部　芳博
阿久津志津
星　　　幸
湯田　浩光

所属及び役職

少 年 補 導 員

楢 原 駐 在 所

湯野上駐在所
民生児童委員協議会長

同 　 副 会 長

同　主任児童委員

下郷中PTA会長
旭田小PTA会長

同 　 副 会 長

江川小PTA会長

同 　 副 会 長

同 　 庶 務
楢原小PTA会長

同 　 副 会 長

教 育 次 長

和２年度の地区育成推進委員
会の皆さんはご覧のとおりです。
　　　　　　　　　　（敬称略）

年
度
も
「
子
ど
も
避
難
の

家
」
に
ご
登
録
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
「
子
ど
も
避
難
の
家
」
と
は
、

子
ど
も
が
知
ら
な
い
人
に
声
を

掛
け
ら
れ
危
険
を
感
じ
た
と
き

や
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
身
を
守
る

た
め
に
一
時
的
に
避
難
で
き
る

家
の
こ
と
で
す
。

　

登
録
し
て
あ
る
家
に
は
、
左

記
の
旗
が
設
置
さ
れ
て
あ
る
の

が
目
印
で
す
。

　

青
少
年
の
皆
さ
ん
は
、
通
学

路
や
遊
ぶ
と
き
に
訪
れ
る
付
近

の
家
を
確
認
し
、
有
事
の
際
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
度
登
録
し
て
い
た
だ
い

た
方
及
び
事
業
所
等
は
次
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
す
。

子
ど
も
避
難
の
家

令

本
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り

●子ども避難の家（敬称略）

※合計１７０ヶ所（6/24 現在）

行 政 区
倉 　 村
楢 　 原
刈 　 林

姫 　 川

成 　 岡
板 　 萩
小 　 池
倉 　 水
三 ツ 井
新 　 開
戸 　 赤
中 　 山
弥 五 島
橋 坂

塩 　 生

檜 　 原
桃 曽 根
落 　 合
音 　 金
十 文 字
鶴 ヶ 池
南 倉 沢

大 松 川

小 松 川
張 　 平
中 　 妻
水 　 門
沢 　 入
湯 野 上
小 　 野
大 　 沢
小 　 出
沼 　 尾
白 　 岩
雑 　 根
田 　 代
芦 の 原
枝 　 松
大 　 内
郵 便 局

理 容 所

そ の 他

室 井 　 幸 治
湯 田 　 昇 一
渡 部 　 俊 一
星 　 　 　 力
岩 澤 　 　 修
渡 部 　 次 男
大 竹 　 秀 昌
猪 股 　 政 博
猪 股 　 謙 喜
大 竹 　 一 明
星 　 　 文 久
渡 部 　 義 文
星 　 日 出 男
星 　 　 清 信
星 　 　 三 夫
湯 田 　 英 幸
小 山 　 敏 喜
渡 部 宇 太 郎
児 山 　 智 一
星 　 　 茂 十
弓 田 　 功 匡
宮 川 　 正 美
金 子 　 政 彦
星 　 　 美 徳
大 竹 　 義 則
室 井 　 勝 男
佐 藤 　 輝 男
室 井 　 節 夫
佐 藤 　 隆 美
渡 部 　 　 一
星 　 　 源 一
渡 邊 　 徳 吉
星 　 　 吉 治
鈴 木 　 國 利
五 十 嵐 俊 和
芳 賀 　 　 優
玉 川 　 森 男
佐 藤 　 　 馨
五 十 嵐 精 一
黒 森 　 正 敬
星 　 　 利 雄
鈴 木 　 広 美
楢 原 郵 便 局
理 容 あ づ ま
み き 理 容 所

楢
原
地
区

旭
田
地
区

江
川
地
区

そ
の
他

湯 田 　 栄 二
星 　 　 義 夫
大 竹 　 勝 雄
渡 部 　 壮 一

―
渡 部 　 　 一
半 田 　 昭 盛
児 山 　 市 衛
渡 部 　 近 雄
星 賢 右 エ 門
星 　 　 昭 男
小 椋 　 由 典
渡 部 　 洋 文
玉 川 　 栄 美
室 井 　 豊 吉
児 山 　 善 光

―
室 井 　 善 明
玉 川 　 徳 夫
星 　 　 正 憲
室 井 　 勇 司
渡 部 　 　 明
伊 藤 　 洋 子
室 井 　 　 均
室 井 　 邦 夫

―
佐 藤 　 秀 明
渡 部 　 好 助
佐 藤 　 桂 一
佐 藤 　 幹 雄
佐 藤 　 　 寛
星 　 　 芳 昭
星 　 　 　 勲
鈴 木 　 清 一
五 十 嵐 　 浩
芳 賀 　 　 寿
白 石 　 光 史
五十嵐千代春
小 山 新 一 郎
渡 部 　 裕 伸
渡 部 　 　 栄
佐 藤 　 義 孝
旭 田 郵 便 局
荒 井 理 容 所

―

渡 部 　 友 之
星 　 　 康 久
浅 井 　 卓 二
猪 股 　 昭 郎

―
松 永 　 憲 明
渡 部 　 幸 範
小 山 　 敬 志
湯 田 　 　 博
星 　 　 幸 一

―
渡 部 　 利 男
渡 部 　 栄 一
星 　 　 一 男
室 井 　 豊 行
室 井 　 芳 典

―
渡 部 　 武 良
玉 川 　 一 郎
星 　 　 健 治
室 井 　 春 喜
平 野 　 庄 一
室 井 喜 久 男
室 井 　 俊 之
佐 藤 　 　 司

―
佐 藤 　 盛 雄
室 井 　 文 男
佐 藤 　 和 也
飯 沼 　 和 彦

―
筒 井 　 正 行
星 　 　 直 江
横 山 喜 久 夫
五 十 嵐 一 男
芳 賀 　 正 司
星 　 　 政 利

―
室 井 　 健 伺
小 山 　 寅 雄
竹 田 　 好 吉
佐 藤 　 幸 二
江 川 郵 便 局
星 理 容 所

―

渡 部 　 幸 彦
平 野 　 　 旭
大 竹 　 豊 美
渡 部 美 代 子

―
渡 部 　 真 一
星 　 　 文 雄

―
猪 股 　 朋 弘
星 　 　 正 平

―
―
―

芳 賀 　 和 也
星 　 　 忠 勝
星 　 　 公 夫

―
―
―

若 杉 　 　 浩
弓 田 　 秀 雄
大 井 　 光 広
佐 藤 　 重 雄

―
佐 藤 　 壽 一

―
―

室 井 　 眞 夫
佐 藤 　 孝 夫
星 　 新 一 郎

―
芳 賀 　 敏 広

―
横 山 　 貴 善
芳 賀 　 好 行
芳 賀 　 善 一
湯 田 　 貞 美

―
五十嵐ユキ子
渡 部 　 儀 一
小 山 　 信 幸
阿 部 　 公 一
弥五島郵便局
阿 部 理 容 所

―
―

渡 部 　 龍 哉
阿 部 　 純 正

―
荒 井 　 義 照

―
佐 藤 　 知 明

―
―

星 　 　 弘 義
―
―
―
―
―
―

長 嶺 　 克 實
―
―
―
―

弓 田 　 忠 夫
弓 田 　 文 明

―
―

室 井 　 　 優
―
―
―
―

渡 部 　 隆 幸
―

浅 沼 産 業 ㈱
―
―
―
―
―
―

五 十 嵐 義 樹
渡 部 　 盛 一

―
芳 賀 　 芳 吉

―
玉 川 理 容 所

―
―

子ども避難の家

南会東部非出資漁業協同組合事務所
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　下郷町豊かな心育成のまち
宣言にもあるように、あいさつ
は相手と心の交流ができる大
切な第一歩です。
　あいさつは、世界万国共通
のルールであり、さまざまなメ
リットがあります。
　例えば、「相手に良い印象を
与え人間関係が良くなる」「相
手との会話のきっかけになる」

「自分や相手の緊張をほぐす
ことができる」などです。
　皆さんも経験があるように、
あいさつをされれば気分が良
いものです。積極的にあいさつ
を交わし、された方も元気にあ
いさつを返し、心の交流に花を
咲かせましょう。

　６月に入り鮮やかな新緑か
らさらに緑が深まり、穏やかで
気持ちが良い季節となりまし
た。
　私はドライブが好きで、時間
があれば特に目的も決めずに
車を走らせることがあります。
出発のときには少しだけと思っ
ていても、ついつい遠くまで足
を延ばしてしまいます。帰り道
では疲れて、早く家に着かない
かという気持ちになることも多
いです。しかし、すぐにそういう
気持ちも忘れて、また出かけて
しまいます。
　現在は新型コロナウイルス
の影響により、疲れ果てるほど
遠くへのドライブはできません
が、終息するころには、また、思
う存分楽しみたいと思います。
　　　　　 　　（佐藤啓太）
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あいさつの大切さ

編集後記

お知らせ＆情報
［NEWS & Infomation］

青少年の豊かな心を育成する1

熱中症対策を万全に2

会では、子どもたちの心豊かでた
くましい成長を願い、昨年度５月に

「下郷町豊かな心育成のまち宣言」を
策定しました。

　子どもが育つ場所である家庭・学
校・地域が連携・協力しながら、本取り
組みを実践していただけるよう、ご理解
とご協力をお願いします。

当

梅雨時期を迎え、夏の暑さも本格的に
なってきました。

　今年は新型コロナウイルスの影響で、運
動不足や体の順応が追い付かないことが想
定されます。
　「自分は大丈夫」と決して油断せず、右
記の予防対策を実践し、夏の暑さを乗り切
りましょう。

●熱中症対策

　熱中症は、体内の水分と塩分の
バランスが乱れ、体温調節機能が
正常に働かなくなると発生します。
　スポーツドリンクや経口補水液
を摂取し、のどが渇く前のこまめな
水分補給を心掛けましょう。


